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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報を表示する表示部と、
　建物の水平断面における複数のエレベータ号機の平面的な配置を示す少なくとも一つの
号機配置情報を前記表示部により表示される表示情報として格納する表示情報格納部と、
　前記表示情報格納部に格納された前記号機配置情報を前記表示部に表示させると共に、
前記号機配置情報の編集処理を指令する編集指令信号に従って、前記表示部に表示された
前記号機配置情報の編集処理を実行する表示制御部と
を備えた表示装置と、
　前記表示部に表示された前記号機配置情報に対する編集操作を受け付ける編集操作入力
部と、
　前記編集操作入力部が受け付けた前記編集操作に対応する編集処理を指令する前記編集
指令信号を生成し、生成された前記編集指令信号を前記表示装置の前記表示制御部に送信
する入力制御部と
を備えた編集操作装置と
を備えたことを特徴とするエレベータの号機配置情報編集システム。
【請求項２】
　前記表示情報格納部は、
　前記表示制御部により編集処理が実行された編集処理後の前記号機配置情報を格納し、
　前記編集操作装置は、さらに、
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　前記表示情報格納部に格納された編集処理後の前記号機配置情報と同一の前記号機配置
情報を格納する編集側格納部を備えたことを特徴とする請求項１記載のエレベータの号機
配置情報編集システム。
【請求項３】
　前記表示情報格納部は、
　前記表示制御部により編集処理が実行された編集処理後の前記号機配置情報を格納し、
　前記編集操作装置は、さらに、
　情報を格納する編集側格納部と、
　前記表示情報格納部に格納された編集処理後の前記号機配置情報を読み出し、読み出さ
れた編集処理後の前記号機配置情報を前記編集側格納部に格納する読み出し部と
を備えたことを特徴とする請求項１または２のいずれかに記載のエレベータの号機配置情
報編集システム。
【請求項４】
　前記編集操作装置は、さらに、
　新たな前記表示装置と接続することにより、前記編集側格納部に格納された編集処理後
の前記号機配置情報を新たな前記表示装置の前記表示情報格納部に書き込む書き込み部
を備えたことを特徴とする請求項２または３のいずれかに記載のエレベータの号機配置情
報編集システム。
【請求項５】
　前記表示情報格納部と前記編集側格納部とは、
　取り外し可能であることを特徴とする請求項２または３のいずれかに記載のエレベータ
の号機配置情報編集システム。
【請求項６】
　エレベータ乗場に設置され、行先階の入力を受け付ける行先情報入力装置において、
　情報を表示する表示部と、
　建物の水平断面における複数のエレベータ号機の平面的な配置を示す少なくとも一つの
号機配置情報を前記表示部に表示される表示情報として格納する表示情報格納部と、
　前記表示情報格納部に格納された前記号機配置情報を前記表示部に表示させると共に、
前記号機配置情報の編集処理を指令する編集指令信号に従って、前記表示部に表示された
前記号機配置情報の編集処理を実行する表示制御部と、
　前記表示部に表示された前記号機配置情報に対する編集操作を受け付ける編集操作入力
部と、
　前記編集操作入力部が受け付けた前記編集操作に対応する編集処理を指令する前記編集
指令信号を生成し、生成された前記編集指令信号を前記表示制御部に送信する入力制御部
と
を備えたことを特徴とする行先情報入力装置。
【請求項７】
　エレベータ乗場に設置され、建物の水平断面における複数のエレベータ号機の平面的な
配置を示す号機配置情報を表示する表示装置において、
　情報を表示する表示部と、
　少なくとも一つの前記号機配置情報を前記表示部により表示される表示情報として格納
する表示情報格納部と、
　前記表示情報格納部に格納された前記号機配置情報を前記表示部に表示させると共に、
前記号機配置情報の編集処理を指令する編集指令信号に従って、前記表示部に表示された
前記号機配置情報の編集処理を実行する表示制御部と
を備えたことを特徴とする表示装置。
【請求項８】
　情報を表示する表示部と、
　建物の水平断面における複数のエレベータ号機の平面的な配置を示す少なくとも一つの
号機配置情報を前記表示部に表示される表示情報として格納する表示情報格納部と、
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　前記表示情報格納部に格納された前記号機配置情報を前記表示部に表示させると共に、
前記号機配置情報の編集処理を指令する編集指令信号に従って、前記表示部に表示された
前記号機配置情報を編集処理する表示制御部と
を備えた表示装置の前記表示部に表示された前記号機配置情報に対する編集操作を受け付
ける編集操作入力部と、
　前記編集操作入力部が受け付けた前記編集操作に対応する編集処理を指令する前記編集
指令信号を生成し、生成された前記編集指令信号を前記表示装置の前記表示制御部に送信
する入力制御部と
を備えたことを特徴とする編集操作装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、建物の水平断面における複数のエレベータ号機の平面的な配置を示す号機
配置情報を編集する号機配置情報編集システム、行先情報入力装置、表示装置及び編集操
作装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、米国特許ＵＳ７０４０４５８号公報にあるようなテンキー式の乗場操作盤にお
いて、乗客のテンキー操作によって入力された行先階に対して、エレベータ群管理側で複
数エレベータの運行状況に基づき、乗車するエレベータ号機を乗客に指示することで、全
体運行効率を向上させることが見込まれている。乗車するエレベータ号機を乗客に指示す
るため、乗客が入力した行先階とエレベータ号機の名前（Ａ号機、Ｂ号機、１号機、２号
機のような名前）を表示装置（一般的にはドットＬＥＤを用いる）に表示することを従来
乗場操作盤では実施してきた。
【０００３】
　近年、液晶表示装置の普及により、米国特許ＵＳ７０４０４５８号公報にあるように、
エレベータ号機の平面的配置（以降、号機レイアウトと略す。後述の号機配置情報と同じ
意味である）も表現することで、乗客への乗車号機指示が一層わかりやすいものになって
きている。この号機レイアウト、あるいは号機配置情報とは、建物の水平断面における複
数のエレベータ号機の平面的な配置を示すレイアウト、あるいは配置情報である。
【特許文献１】米国特許ＵＳ７０４０４５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、この号機レイアウトの作成は、従来は、以下の２つの方法によっている。
（１）予め標準的にいくつかの号機レイアウトのパターンを用意することで対応する方法
である。すなわち、予め標準的なレイアウトパターンを表示装置に組み込んでいた。
（２）現場の実際の号機レイアウトに合わせて、工事対応する方法である。すなわち、号
機レイアウトのデータ（号機配置情報）をその建物にあわせて一品製作し、表示装置に格
納していた。
【０００５】
　（１）の方法は、予め用意できる配置パターンに限りがあるため、用意されたパターン
が実際の現場の号機レイアウトに適用できない場合がある。また、現場のレイアウトの構
成が予め用意したパターンから逸脱しない場合でも、乗場操作盤の設置位置から、号機間
の距離表現など、詳細表現が用意したパターンでは表現し切れないことが多い。これによ
り、乗客への乗車号機指示が、逆にわかりにくくなってしまう。
【０００６】
　また、（２）の方法は、現場の実際のレイアウトに合致する設計（合致する号機レイア
ウトデータ作成）ができるが、設計のコスト高となるため、限られた物件にしか実施され
ない。
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【０００７】
　この発明は、号機配置情報を簡易な構成で編集可能な、号機配置情報編集システムを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明のエレベータの号機配置情報編集システムは、
　情報を表示する表示部と、
　建物の水平断面における複数のエレベータ号機の平面的な配置を示す少なくとも一つの
号機配置情報を前記表示部により表示される表示情報として格納する表示情報格納部と、
　前記表示情報格納部に格納された前記号機配置情報を前記表示部に表示させると共に、
前記号機配置情報の編集処理を指令する編集指令信号に従って、前記表示部に表示された
前記号機配置情報の編集処理を実行する表示制御部と
を備えた表示装置と、
　前記表示部に表示された前記号機配置情報に対する編集操作を受け付ける編集操作入力
部と、
　前記編集操作入力部が受け付けた前記編集操作に対応する編集処理を指令する前記編集
指令信号を生成し、生成された前記編集指令信号を前記表示装置の前記表示制御部に送信
する入力制御部と
を備えた編集操作装置と
を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　前記表示情報格納部は、
　前記表示制御部により編集処理が実行された編集処理後の前記号機配置情報を格納し、
　前記編集操作装置は、さらに、
　前記表示情報格納部に格納された編集処理後の前記号機配置情報と同一の前記号機配置
情報を格納する編集側格納部を備えたことを特徴とする。
【００１０】
　前記表示情報格納部は、
　前記表示制御部により編集処理が実行された編集処理後の前記号機配置情報を格納し、
　前記編集操作装置は、さらに、
　情報を格納する編集側格納部と、
　前記表示情報格納部に格納された編集処理後の前記号機配置情報を読み出し、読み出さ
れた編集処理後の前記号機配置情報を前記編集側格納部に格納する読み出し部と
を備えたことを特徴とする。
【００１１】
　前記編集操作装置は、さらに、
　新たな前記表示装置と接続することにより、前記編集側格納部に格納された編集処理後
の前記号機配置情報を新たな前記表示装置の前記表示情報格納部に書き込む書き込み部
を備えたことを特徴とする。
【００１２】
　前記表示情報格納部と前記編集側格納部とは、
　取り外し可能であることを特徴とする。
【００１３】
　この発明の行先情報入力装置は、
　エレベータ乗場に設置され、行先階の入力を受け付ける行先情報入力装置において、
　情報を表示する表示部と、
　建物の水平断面における複数のエレベータ号機の平面的な配置を示す少なくとも一つの
号機配置情報を前記表示部に表示される表示情報として格納する表示情報格納部と、
　前記表示情報格納部に格納された前記号機配置情報を前記表示部に表示させると共に、
前記号機配置情報の編集処理を指令する編集指令信号に従って、前記表示部に表示された
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前記号機配置情報の編集処理を実行する表示制御部と、
　前記表示部に表示された前記号機配置情報に対する編集操作を受け付ける編集操作入力
部と、
　前記編集操作入力部が受け付けた前記編集操作に対応する編集処理を指令する前記編集
指令信号を生成し、生成された前記編集指令信号を前記表示制御部に送信する入力制御部
と
を備えたことを特徴とする。
【００１４】
　この発明の表示装置は、
　エレベータ乗場に設置され、建物の水平断面における複数のエレベータ号機の平面的な
配置を示す号機配置情報を表示するエレベータの表示装置において、
　情報を表示する表示部と、
　少なくとも一つの前記号機配置情報を前記表示部により表示される表示情報として格納
する表示情報格納部と、
　前記表示情報格納部に格納された前記号機配置情報を前記表示部に表示させると共に、
前記号機配置情報の編集処理を指令する編集指令信号に従って、前記表示部に表示された
前記号機配置情報の編集処理を実行する表示制御部と
を備えたことを特徴とする。
【００１５】
　この発明の編集操作装置は、
　情報を表示する表示部と、
　建物の水平断面における複数のエレベータ号機の平面的な配置を示す少なくとも一つの
号機配置情報を前記表示部に表示される表示情報として格納する表示情報格納部と、
　前記表示情報格納部に格納された前記号機配置情報を前記表示部に表示させると共に、
前記号機配置情報の編集処理を指令する編集指令信号に従って、前記表示部に表示された
前記号機配置情報を編集処理する表示制御部と
を備えた表示装置の前記表示部に表示された前記号機配置情報に対する編集操作を受け付
ける編集操作入力部と、
　前記編集操作入力部が受け付けた前記編集操作に対応する編集処理を指令する前記編集
指令信号を生成し、生成された前記編集指令信号を前記表示装置の前記表示制御部に送信
する入力制御部と
を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明により、号機配置情報を簡易な構成で編集可能な、号機配置情報編集システム
を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
実施の形態１．
まず、以下の実施の形態１で使用する用語を定義する。
（１．号機配置情報）
「号機配置情報」とは、建物の水平断面における複数のエレベータ号機の平面的な配置を
示す情報である。すなわち、エレベータ乗場における号機の平面的な配置である。後述す
る図１０では、表示部５１０が、号機配置情報を表示している場合を示している。図１０
の表示部５１０に示すように、「号機配置情報」とは、建物を水平断面で切断した場合に
、切断面の上方からエレベータ乗場を見下ろした場合の乗場における号機配置を意味する
。図１０に示すように、「号機配置情報」は、号機配置の他、通路、あるいは操作盤の配
置等も含んでよい。
（２．構成アイテム）
　図１０の表示部５１０に表示された号機配置情報のように、号機配置情報は、号機配置
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情報を構成する「構成アイテム」から構成されている。ここで「構成アイテム」とは、号
機配置情報を構成する号機の図形シンボル１、操作盤の図形シンボル２、通路の図形シン
ボル３などの図形シンボルや、号機を識別するためのＡ、Ｂ等の号機識別文字４である。
（３．関連付け情報）
　「関連付け情報」は、号機識別文字や図形シンボルと、現実の号機とを対応付ける情報
である。例えば、図１０の表示部５１０において、Ａ号機が割り当てられ、あるいはＡ号
機が乗場に到着した場合には、号機識別文字「Ａ」が点滅等を行なう。このように、例え
ば、現実のＡ号機と、号機識別文字「Ａ」（あるいはＡに対応する図形シンボル）とを関
連付ける情報が、関連付け情報である。すなわち、図１で後述する乗車号機表示装置３０
０は、乗車号機選択装置２００（あるいはエレベータ制御装置）から信号を入力し、入力
された信号と図形シンボル、号機識別文字とが関連付け情報により対応するようになる。
た。
（４．表示指令）
「表示指令」（編集指令信号）とは、編集操作入力部４１０が受け付けた編集操作に対応
する編集処理を指令する信号である。表示指令は、マイコン４４０（マイクロコンピュー
タ、以下、マイコンという）が入力制御部４２０を用いて生成する。
【００１８】
（システム構成）
　図１は、実施の形態１の乗場乗車号機案内システム２０００の全体構成図を示す。乗場
乗車号機案内システム２０００は、行先情報入力装置１００、乗車号機選択装置２００、
乗車号機表示装置３００（表示装置）、さらに号機配置情報編集装置４００（編集操作装
置）を備えている。乗車号機表示装置３００と号機配置情報編集装置４００とは号機配置
情報編集システム１０００を構成する。乗場乗車号機案内システム２０００の特徴は、こ
の号機配置情報編集システム１０００にある。また、乗車号機表示装置３００は、乗車号
機選択装置２００及び複数のエレベータ制御装置Ａ～Ｎ等と通信可能である。
【００１９】
（１）行先情報入力装置１００は、エレベータ乗場に設置され、利用者から行先階の入力
を受け付ける。行先情報入力装置１００は、乗場操作盤、あるいは行先呼び登録装置と呼
ばれることもある。行先情報入力装置１００は、入力手段（例えば、個別の行先階ボタン
、テンキー、カードリーダなど）を有する。乗客は、この入力手段を用いて、乗場におい
て行先階を入力する。
（２）乗車号機選択装置２００は、行先情報入力装置１００から入力された行先階に基づ
き、複数のエレベータの運行状況を考慮し、全体的に一番効率のよい運行になるように、
乗客に乗車させるエレベータ号機を選択する装置である。乗車号機選択装置２００は群管
理制御装置と呼ばれることもある。
（３）乗車号機表示装置３００は、後述する号機配置情報を表示すると共に利用者の乗車
するべき号機を表示する装置である。詳細は後述する。
（４）号機配置情報編集装置４００は、号機配置情報を編集する装置である。号機配置情
報編集装置４００は、乗車号機表示装置３００と常に接続する構成でもよい。あるいは、
号機配置情報編集装置４００は乗車号機表示装置３００に対して取り外し可能な構成とし
、号機配置情報を編集するときにのみ、乗車号機表示装置３００と接続する構成でもよい
。
【００２０】
（号機配置情報編集システム１０００の利用形態）
　乗場乗車号機案内システム２０００の特徴は、号機配置情報編集システム１０００にあ
る。次に、図２～図４を用いて、号機配置情報編集システム１０００の利用態様を説明す
る。
【００２１】
　図２は、利用の基本態様を示す図である。図２は、号機配置情報編集装置４００によっ
て、乗車号機表示装置３００ａの保有する雛型情報１１を編集する場合を示している。雛
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型情報１１とは、工場出荷時に予め格納されている雛型となる号機配置情報である。工場
出荷時の状態では、乗車号機表示装置３００ａは、雛型情報１１を保有している。そして
、エレベータの据付時において、号機配置情報編集装置４００により雛型情報１１を編集
操作することで、その建物に合致した号機配置情報１２を据付現場で編集することができ
る。
【００２２】
　図３は、図２において号機配置情報編集装置４００を用いて乗車号機表示装置３００の
雛型情報１１を編集した場合に、号機配置情報編集装置４００が編集後の号機配置情報１
２を格納する態様である。号機配置情報編集装置４００が乗車号機表示装置３００ａに設
定された編集済みの号機配置情報１２と同一の号機配置情報１２を格納し、格納された号
機配置情報１２を他の乗車号機表示装置３００ｂ～３００ｎ等に書き込み可能である場合
を示している。これにより、乗車号機表示装置３００ｂ等に対する編集作業の手間を省く
ことができる。
【００２３】
　図４は、通常稼動している場合に、乗車号機表示装置３００ａが故障した場合を示して
いる。この場合、号機配置情報編集装置４００は、故障した乗車号機表示装置３００ａか
ら、格納されている号機配置情報１２を読み出し可能な場合を示している。そして、号機
配置情報編集装置４００は、読み出した号機配置情報１２を新しい乗車号機表示装置３０
０ｎｅｗに格納する。これにより、新しい乗車号機表示装置３００ｎｅｗに対する編集作
業の手間を省くことができる。また、乗車号機表示装置３００ａから読み出しできないと
きには、乗車号機表示装置３００ａの保有する号機配置情報１２と同一の号機配置情報１
２を保有する乗車号機表示装置３００ｂから読み出し、乗車号機表示装置３００ｎｅｗに
書き込んでもよい。
【００２４】
　図５は、　図４と同様に、通常稼動している場合に、乗車号機表示装置３００ａが故障
した場合を示している。乗車号機表示装置３００ａ，乗車号機表示装置３００ｎｅｗの格
納部（号機配置情報を格納する格納部）は、装置から取り外し可能な構成である。すなわ
ち、作業者は、故障した乗車号機表示装置３００ａの格納部を取り外して、新しい乗車号
機表示装置３００ｎｅｗに取り付ける。これにより、新しい乗車号機表示装置３００ｎｅ
ｗに対する編集作業の手間を省くことができる。
【００２５】
（乗車号機表示装置３００の構成）
　図６は、乗車号機表示装置３００の構成を示すブロック図である。乗車号機表示装置３
００は、表示部３１０、表示制御部３２０、表示情報格納部３３０、通信部３４０、マイ
コン３５０、メモリ３６０を備える。
（１）表示部３１０は、行先情報入力装置１００から入力された行先情報、号機配置情報
や、乗車号機を識別するＡやＢ等の号機識別文字や、号機や通路などを表す図形シンボル
などを表示する。
（２）表示制御部３２０は、表示部３１０を制御する。
（３）表示情報格納部３３０は、構成アイテムから構成される号機配置情報、号機配置情
報を構成する構成アイテムとは異なる別の構成アイテム（例えば、現在格納されている号
機配置情報の編集に利用される構成アイテム）、構成アイテムである号機識別文字や図形
シンボルと現実のエレベータ号機とを関連付ける関連付け情報（例えば、Ａという文字は
Ａ号機を表す。「Ｆ」という図形シンボルがＦ号機を表す）などを格納している。工場出
荷時においては、表示情報格納部３３０に格納される号機配置情報は、編集を前提とした
少なくとも一つの雛型の号機配置情報（雛型情報）が格納されている。エレベータの据付
時には雛型情報が編集される。しかし、編集対象となるのは雛型情報に限らず、編集済み
の号機配置情報を対象として、再度、編集してもよい。
（４）通信部３４０は、通信を制御する。
（５）マイコン３５０は、表示部３１０、表示制御部３２０、表示情報格納部３３０、通
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信部３４０、メモリ３６０等を制御する。
（６）メモリ３６０は、マイコン３５０のプログラムを格納する（作業用メモリとしても
使用される）。
【００２６】
（メモリ３６０、表示情報格納部３３０）
　プログラム格納用のメモリ３６０と表示情報格納部３３０とは、ハードディスクドライ
ブや不揮発性メモリや随時書込み保持動作の必要なメモリなど、どんな記憶装置や記憶素
子でも構わないし、そのいくつかを同じ記憶装置や素子として構成してもよい。また、マ
イコン３５０は、表示部３１０以外の、表示制御部３２０、表示情報格納部３３０、通信
部３４０、メモリ３６０を内蔵しても構わない。また、表示情報格納部３３０は、図５で
述べたように、着脱可能な不揮発性ストレージにしてもよい。
【００２７】
（表示部３１０）
　表示部３１０は、液晶ディスプレイやプラズマディスプレイ、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）、ブラウン管など、文字や図形が表示できる表示器であれ
ばいかなる物でも構わない。
【００２８】
（マイコン３５０、表示制御部３２０）
　マイコン３５０は、プログラム格納用のメモリ３６０に格納されたプログラムに基づき
、作業用メモリを使用しながら動作する。マイコン３５０は、乗車号機選択装置２００か
ら通知される割当号機や、エレベータ制御装置Ａ～Ｃ等から通知される行先階の情報を、
通信部３４０を介して受信する。そして、それに応じて、表示情報格納部３３０に格納さ
れている表示するべき情報（号機配置情報）を取り出し、表示制御部３２０に送る（制御
する）ことで、表示部３１０に文字や図形を表示する。
【００２９】
（通信部３４０）
　通信部３４０は、特に有線・無線の形態を問わず、情報伝達可能であればどんな通信方
法でも構わない。
【００３０】
（号機配置情報編集装置４００の構成）
図７は、号機配置情報編集装置４００（編集操作受付装置）のブロック図である。号機配
置情報編集装置４００は、編集操作入力部４１０、入力制御部４２０、通信部４３０、マ
イコン４４０（読み出し部の一例、書き込み部の一例）、メモリ４５０、号機配置情報格
納部４６０（編集側格納部の一例）を備える。
（１）編集操作入力部４１０は、号機配置情報を構成する号機識別文字や、号機あるいは
通路などの図形シンボルを乗車号機表示装置３００の表示部３１０に配置して表示すると
きに、上下左右に配置できる。
（２）入力制御部４２０は、編集操作入力部４１０を制御する。
（３）通信部４３０は、通信を制御する。
（４）マイコン４４０は、編集操作入力部４１０、入力制御部４２０、通信部４３０、メ
モリ４５０、号機配置情報格納部４６０等を制御する。
（５）メモリ４５０は、マイコン４４０のプログラム格納用および作業用のメモリである
。
（６）号機配置情報格納部４６０は、号機配置情報を格納する。
【００３１】
（メモリ４５０、号機配置情報格納部４６０）
　プログラム格納用のメモリ４５０と号機配置情報格納部４６０とは、ハードディスクド
ライブや不揮発性メモリや随時書込み保持動作の必要なメモリなど、どんな記憶装置や記
憶素子でも構わないし、そのいくつかを同じ記憶装置や素子として構成してもよい。マイ
コン４４０は、編集操作入力部４１０以外の、入力制御部４２０、通信部４３０、メモリ
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４５０、号機配置情報格納部４６０を内蔵しても構わない。また、号機配置情報格納部４
６０は、着脱可能な不揮発性ストレージにすることも可能とする。
【００３２】
（編集操作入力部４１０）
　編集操作入力部４１０は、ボタン、スイッチ、ジョイスティク、タッチスクリーンなど
、いかなる入力器であっても構わない。少なくとも、図形シンボルや号機識別文字などの
号機配置情報の構成要素であるアイテムの選択と決定とを指示（操作）できる入力器であ
れば、いかなる物でも構わない。図７では、編集操作入力部として、編集操作入力部４１
０－１と、編集操作入力部４１０－２とを示した。図７は、編集操作入力部４１０－１が
使用される場合を示しているが、編集操作入力部４１０－１の代わりに、編集操作入力部
４１０－２が使用可能であることも示している。編集操作入力部４１０－１は、二つの選
択用ボタンと一つ決定用ボタンとを持つ。編集操作入力部４１０－２は、４つの選択用ボ
タン（上下左右）と一つの決定用ボタンとを持つ。編集操作入力部４１０－１は、主に、
予め決められた配置位置にエレベータ号機の図形シンボル等を左右（左右だけではなく、
右端に行くと自動的に改行し、次に一行の左端に配置することも考えられる）に配置する
場合に使用される。編集操作入力部４１０－２では、図形シンボル等の配置位置は制約を
受けることない。編集操作入力部４１０－２は、図形シンボル、号機識別文字等を、表示
部３１０上において上下左右に自由に配置（編集操作）できる。
【００３３】
（マイコン４４０）
　マイコン４４０は、プログラム格納用のメモリ４５０（作業用メモリも兼ねる）に格納
されたプログラムに基づき、作業用メモリを使用しながら動作する。マイコン４４０は、
入力制御部４２０を用いて、「編集操作入力部４１０が受け付けた編集操作に対応する編
集処理」を指令する表示指令（編集指令信号）を生成し、乗車号機表示装置３００に通信
部４３０を経由して送信する。一方、乗車号機表示装置３００は、表示部３１０に編集対
象の雛型情報１１（号機配置情報）を表示する。作業者は、表示部３１０に表示された雛
型情報１１を見ながら、雛型情報１１を編集して、希望する号機配置情報を作成すること
ができる。また、このように編集して最終的に決定された号機配置情報は、マイコン４４
０により号機配置情報格納部４６０に保存される。更に、マイコン４４０は、号機配置情
報格納部４６０に保存されている号機配置情報を、通信部４３０を介して、乗車号機表示
装置３００の表示情報格納部３３０に保存する。これによって、表示情報格納部３３０に
格納されていた雛型情報１１が編集済みの号機配置情報１２として、表示情報格納部３３
０に保存されることとなる。
【００３４】
（通信部による通信）
　通信部３４０、通信部４３０については、特に有線・無線の形態に問わず、情報伝達さ
えでできればどんな通信方法でも構わない。
【００３５】
（保守方法１）
　号機配置情報編集装置４００のマイコン４４０（読み出し部の一例）は、通信部４３０
を経由し、乗車号機表示装置３００の表示情報格納部３３０に保存されている号機配置情
報を読み出して、号機配置情報格納部４６０（編集側格納部）に保存することも可能であ
る。マイコン４４０（書き込み部の一例）は、読み出した号機配置情報を、号機配置情報
を保有していない別の乗車号機表示装置３００の表示情報格納部３３０に書き込むことが
可能である。これは、図４で説明した態様である。これにより、故障した乗車号機表示装
置３００ａから号機配置情報を読み出して、代替の新しい乗車号機表示装置３００ｎｅｗ
に、編集操作することなく書き込むことができる。
【００３６】
（保守方法２）
　また、号機配置情報編集装置４００の号機配置情報格納部４６０と乗車号機表示装置３
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００の表示情報格納部３３０とは、着脱可能な不揮発性ストレージが用いられてもよい。
これは、図５で説明した態様である。この態様により、号機配置情報編集装置４００と号
機配置情報格納部４６０とのいずれかが号機配置情報を保有する場合には、保有しない方
の装置に、号機配置情報が格納された格納部を簡単に装着することができる。
【００３７】
　前記の「保守方法１」（図４に相当）と「保守方法２」（図５に相当）のいずれかの方
式を用いることで、稼動中の乗車号機表示装置３００ａが故障した時に、新しい乗車号機
表示装置３００ｎｅｗに対して、既存の号機配置情報を簡単に設定できる。「保守方法１
」の場合は、号機配置情報編集装置４００のマイコン４４０は、故障した乗車号機表示装
置３００ａ自体（読み取り可能である場合）、あるいは乗車号機表示装置３００ａの有す
る号機配置情報と同じ号機配置情報を保有する他の乗車号機表示装置３００ｂから号機配
置情報を読み出し、新しい乗車号機表示装置３００ｎｅｗに書き込む。また、「保守方法
２」では、作業者は、着脱可能な不揮発性ストレージを故障した乗車号機表示装置３００
ａから外し、新しい乗車号機表示装置３００ｎｅｗに装着すればよい。
【００３８】
　図８は乗車号機表示装置３００の号機配置情報の処理動作のフローチャートである。図
９は、号機配置情報編集装置４００の号機配置情報の処理動作のフローチャートである。
号機配置情報の処理動作は、乗車号機表示装置３００と号機配置情報編集装置４００との
両者の間で互いの通信部３４０、通信部４３０とにより通信しながら実行される。なお、
図８、図９に示す動作は一例であり、乗車号機表示装置３００、号機配置情報編集装置４
００の動作は、これらに限定されない。
【００３９】
（乗車号機表示装置３００の動作）
　以下、まず図８に基づきフローを説明する。
乗車号機表示装置３００は、動作を始める（スタート）と、
（１）Ｓｔｅｐ１において、背景画面等の必要な初期画面を表示する（初期画面表示）。
（２）次にＳｔｅｐ２において、マイコン３５０は、動作モードを判断する。マイコン３
５０は、通信部３４０によって、号機配置情報編集装置４００から号機配置情報の送受信
要求が受信されて無ければ、通常稼動モードに移る。号機配置情報編集装置４００から号
機配置情報の送受信要求が受信される場合に、マイコン３５０は、送受信の要求に対して
、
それぞれ、
Ｓｔｅｐ３からの処理（送信要求の場合）と
Ｓｔｅｐ９からの処理（受信要求の場合）
を行う。
【００４０】
（送信要求の場合）
（３）Ｓｔｅｐ３において、マイコン３５０は号機配置情報（この場合、雛型情報１１と
する）の送信要求がある場合に、通信部３４０を経由し、表示情報格納部３３０に保存し
ている（編集に必要な）雛型の号機配置情報（図形シンボル、座標位置）と、現実のエレ
ベ一タ号機との関連付け情報（例えば、Ａと文字はＡ号機を表す。＿Ｆ＿という図形シン
ボルがＦ号機を表す）とを号機配置情報編集装置４００に送信すると共に、送信した号機
配置情報（雛型情報１１）を表示部３１０に表示する。
（４）Ｓｔｅｐ４において、マイコン３５０は、号機配置情報、関連付け情報の送信が終
了したかを判定し、送信終了まで送信処理を継続する。
（５）Ｓｔｅｐ５において、マイコン３５０は、号機配置情報、関連付け情報の送信後、
号機配置情報編集装置４００から表示指令（編集指令信号）を受信する。
（６）Ｓｔｅｐ６において、マイコン３５０は、受信した表示指令に従い、表示部３１０
に表示している号機配置情報に対して、表示制御部３２０を用いることにより、表示指令
に対応した表示処理（編集処理）を実行する。ここでいう「表示指令」は、図形シンボル
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の選択指令、図形シンボルの配置座標の変更指令等を指す。あるいは、新たな図形シンボ
ルあるいは号機識別文字の追加指令、追加された新たな図形シンボル等の座標変更指令等
である。あるいは、図形シンボルの選択指令と選択された図形シンボルの削除指令等であ
る。例えば、マイコン３５０は、編集操作入力部４１０からの入力に従い、座標位置を変
更するべき対象の図形シンボルを選択し、表示部３１０の画面上に望ましい位置に配置す
る。
（７）Ｓｔｅｐ７において、マイコン３５０は、Ｓｔｅｐ６の表示処理の結果に対して、
少なくとも号機配置情報（雛型情報１１）の変更分を通信部３４０を介して号機配置情報
編集装置４００に送信する。
（８）Ｓｔｅｐ８において、マイコン３５０は、号機配置情報編集装置４００から送信さ
れる編集完了を示す「編集完指令」を受信するまで、Ｓｔｅｐ５～Ｓｔｅｐ７の処理を繰
り返えす。
（９）マイコン３５０は、通信部３４０により編集完指令が受信されると（Ｓｔｅｐ８の
Ｙｅｓ）、Ｓｔｅｐ９において、号機配置情報編集装置４００から送信された更新後の新
しい号機配置情報を受信する。受信完了後、マイコン３５０は、表示情報格納部３３０に
ある古いデータ（号機配置情報）を新しい号機配置情報で上書きし、保存する。
（１０）Ｓｔｅｐ１０において、マイコン３５０は、再起動処理を実行し、新しい号機配
置情報を表示部３１０に表示する。
（１１）以上が乗車号機表示装置３００の動作である。
【００４１】
（号機配置情報編集装置４００の動作）
　図９は、号機配置情報編集装置４００の動作を示すフローチャートである。図９を参照
して、号機配置情報編集装置４００の動作を説明する。
【００４２】
　号機配置情報編集装置４００は、動作を始める（スタート）と、
（１）Ｓｔｅｐ２１において、背景画面等の必要な初期画面を表示する（初期画面表示）
。
（２）Ｓｔｅｐ２２において、マイコン４４０は、動作モードを選択する。号機配置情報
を編集して乗車号機表示装置３００に送信する場合と、号機配置情報の送信のみを実施す
る場合は、マイコン４４０は、それぞれ、
Ｓｔｅｐ２３からの処理（号機配置情報編集の場合）と、
Ｓｔｅｐ３１からの処理（号機配置情報送信のみの場合）を行う。
【００４３】
（号機配置情報を編集して送信する場合）
（３）Ｓｔｅｐ２３において、マイコン４４０は通信部４３０を介して、乗車号機表示装
置３００に対して、表示情報格納部３３０に保存されている号機配置情報（雛型情報１１
）の送信を要求する送信要求を送る。そして、マイコン４４０は、乗車号機表示装置３０
０から、編集に必要な雛型情報１１（図形シンボル、座標位置）と、エレベータ号機との
関連付け情報（例えば、Ａという号機識別文字はＡ号機を表す。「Ｆ」という図形シンボ
ルがＦ号機を表す）とを受信すると共に、受信が完了したかどうかを判定し（Ｓｔｅｐ２
４）、受信完了まで受信処理を続行する。マイコン４４０は、受信したこれらの情報を作
業のメモリ４５０と号機配置情報格納部４６０とに保存する（Ｓｔｅｐ２５）。
（４）Ｓｔｅｐ２６において、マイコン４４０は、入力制御部４２０を用いて、編集操作
入力部４１０からの操作信号（図形シンボルの選択指令、座標移動指令）を処理し、乗車
号機表示装置３００に対する「表示指令」（編集指令信号）を生成する。すなわち、Ｓｔ
ｅｐ２６では、編集操作入力部４１０が、表示部３１０に表示された編集対象の号機配置
情報に対する編集操作を受け付ける。編集操作入力部４１０は、編集操作を受け付けると
、編集操作に対応する前記操作信号を出力する。マイコン４４０は、入力制御部４２０を
用いることにより、「編集操作入力部４１０から出力された操作信号に対応する編集処理
」を指令する表示指令（編集指令信号）を生成する。前記（Ｓｔｅｐ６）のように「表示
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指令」とは、図形シンボルの選択指令、図形シンボルの配置座標の変更指令等を指す。あ
るいは、新たな図形シンボルあるいは号機識別文字の追加指令、追加された新たな図形シ
ンボル等の座標変更指令等である。あるいは、図形シンボルの選択指令と選択された図形
シンボルの削除指令等である。すなわち、号機配置情報編集装置４００により、表示部３
１０に表示された号機配置情報を編集対象として、データの修正、追加、削除等の編集を
加えることができる。
（５）Ｓｔｅｐ２７において、マイコン４４０は、通信部４３０を介して、乗車号機表示
装置３００に、表示指令を送信する。
（６）Ｓｔｅｐ６の説明で述べたように、乗車号機表示装置３００は、Ｓｔｅｐ２７で送
信された表示指令に従って表示処理（編集処理）を実行する。そして、マイコン４４０は
、Ｓｔｅｐ２８において、乗車号機表示装置３００による表示処理の後に、乗車号機表示
装置３００から「号機配置情報の変化分」を受信する。マイコン４４０は、受信した号機
配置情報の変化分に従って、作業メモリにある号機配置情報（雛型情報１１）を更新する
。
（７）Ｓｔｅｐ２９において、マイコン４４０は、編集完指令を送信するかどうかを判定
する。マイコン４４０は、乗車号機表示装置３００に対する編集完指令を送信するまでに
、前記Ｓｔｅｐ２６～２８の処理を繰り返えす。マイコン４４０は乗車号機表示装置３０
０に「編集完指令」を送信すると同時に、号機配置の新しいデータで号機配置情報格納部
４６０にある古いデータを上書き保存する。
（８）Ｓｔｅｐ３１において、マイコン４４０は通信部４３０を介して号機配置情報格納
部４６０にある新しい号機配置情報を乗車号機表示装置３００に送信する。
（９）送信後、処理が完了する。
【００４４】
（テンキー式乗場操作盤による号機配置情報編集システム１０００の実現例）
　図１０は、行先情報入力装置であるテンキー式乗場操作盤５００により号機配置情報編
集システム１０００を実現する例を示す図である。図１０は、テンキー式乗場操作盤５０
０の外観を示す図である。表示部５１０が号機配置情報を表示している場合を示している
。テンキー式乗場操作盤５００は、図１における、行先情報入力装置１００、乗車号機表
示装置３００、号機配置情報編集装置４００の機能を備えた乗場操作盤である。
【００４５】
　すなわち、テンキー式乗場操作盤５００は、
　表示部３１０と、
　少なくとも一つの号機配置情報を格納する表示情報格納部３３０と、
　前記号機配置情報を表示部３１０に表示させると共に、表示指令に従って、表示部３１
０に表示された前記号機配置情報の編集処理を実行する表示制御部３２０と、
　表示部３１０に表示された前記号機配置情報に対する編集操作を受け付ける編集操作入
力部４１０と、
　編集操作入力部４１０が受け付けた前記編集操作に対応する編集処理を指令する前記表
示指令を生成し、生成された前記表示指令を表示制御部３２０に送信する入力制御部４２
０と
を備える。
【００４６】
　表示制御部３２０と入力制御部４２０とは、プログラムと、このプログラムを実行する
マイコンとにより実現される。編集操作入力部４１０は、図１０に示すように、行先階の
入力に使用されるテンキー操作部５２０が兼用される。
【００４７】
　号機配置情報編集システム１０００をテンキー式乗場操作盤５００として実現すること
で、図１に示すようなシステム構成においては、行先情報入力装置１００（テンキー式乗
場操作盤５００）が、行先情報入力装置１００の機能と、乗車号機表示装置３００の機能
と、号機配置情報編集装置４００との機能を備えることになり、システム構成がシンプル
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になる。
【００４８】
　図１０のテンキー式乗場操作盤５００では、テンキー操作部５２０を用いて、例えば、
キー「８」、「２」、「４」、「６」をそれぞれ、上下左右に図形シンボルを動かす操作
キーとして割り付け、キー「５」を決定するための操作キーとして割り付ける。なお、図
中に示した号機の図形シンボル１、操作盤の図形シンボル２、通路の図形シンボル３等は
一例であり、これに限ることはない。
【００４９】
　以上の実施の形態１では以下のシステム、装置を説明した。
（１）号機配置情報編集システム１０００は、乗車号機表示装置３００と号機配置情報編
集装置４００を備える。
（２）乗車号機表示装置３００は、複数のエレベータ号機によってサービスされる乗場に
おける複数のエレベータ号機の平面的配置情報（号機配置情報）を記憶し、乗車号機を乗
客に表示する。
（３）号機配置情報編集装置４００は、号機配置情報を編集可能である。
（４）乗車号機表示装置３００は、予め複数の号機配置情報のパターンを記憶している。
（５）乗車号機表示装置３００は、予め１種類または複数種類の各種図形シンボル（エレ
ベータ号機図形シンボル、乗場乗車号機案内装置の図形シンボル、通路の図形シンボル、
文字シンボル）
を記憶している。
（６）号機配置情報編集装置４００は、号機配置情報または各種図形シンボルを選択し、
選択された号機配置情報や図形シンボルに対する編集操作を決定する入力手段を備える。
（７）テンキー式乗場操作盤として、号機配置情報編集装置が実現される。
【００５０】
　以上では、号機配置情報編集システム１０００の場合を説明したが、号機配置情報編集
システム１０００の動作をステップとして把握することで、号機配置情報編集システム１
０００を、号機配置情報編集方法として把握することができる。同様に、図１０に示した
テンキー式乗場操作盤５００の動作を各構成要素のステップと把握することで、テンキー
式乗場操作盤５００を号機配置情報編集方法として把握することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】実施の形態１の乗場乗車号機案内システム２０００の構成図。
【図２】実施の形態１の号機配置情報編集システム１０００の第１の利用態様。
【図３】実施の形態１の号機配置情報編集システム１０００の第２の利用態様。
【図４】実施の形態１の号機配置情報編集システム１０００の第３の利用態様。
【図５】実施の形態１の号機配置情報編集システム１０００の第４の利用態様。
【図６】実施の形態１の乗車号機表示装置３００のブロック図。
【図７】実施の形態１の号機配置情報編集装置４００のブロック図。
【図８】実施の形態１の乗車号機表示装置３００の動作を示すフローチャート。
【図９】実施の形態１の号機配置情報編集装置４００の動作を示すフローチャート。
【図１０】実施の形態１のテンキー式乗場操作盤。
【符号の説明】
【００５２】
　１　号機の図形シンボル、２　操作盤の図形シンボル、３　通路の図形シンボル、４　
号機識別文字、１１　雛型情報、１２　号機配置情報、１００　行先情報入力装置、２０
０　乗車号機選択装置、３００　乗車号機表示装置、３１０　表示部、３２０　表示制御
部、３３０　表示情報格納部、３４０　通信部、３５０　マイコン、３６０　メモリ、４
００　号機配置情報編集装置、４１０，４１０－１，４１０－２　編集操作入力部、４２
０　入力制御部、４３０　通信部、４４０　マイコン、４５０　メモリ、４６０　号機配
置情報格納部、５００　テンキー式乗場操作盤、５１０　表示部、５２０　テンキー操作
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